




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
逆ポーランド記法の式を計算すると、4×3＝12、5＋12＝17、2＋1＝3となり、最後に17−3
＝14となる。したがって計算結果は14である。

●問題Ⅲ-2
正解は①
n＝12における計算時間は12!／4!＝19,958,400倍となる。これを週換算（1週＝604,800
秒）すると約33週となる。

●問題Ⅲ-3
正解は②
第1項に関数適用するとλy.((λx.xy)y)となり、これに第3項のλz.zを適用すると(λ
x.xy)(λz.z)となる。最後に簡約を進めることで最終的な正規形としてyが得られる。

●問題Ⅲ-4
正解は⑤
プロセス内のスタック領域は、関数や手続きの呼出し時における戻り番地、引数、および
局所変数を一時的に格納・管理するために用いられる。

●問題Ⅲ-5
正解は⑤
最小ハミング距離をdとすると、符号語間の距離関係からfloor((d-1)/2)ビットまでの誤
りを一意に訂正することが可能である。

●問題Ⅲ-6
正解は③
生成規則において除算は「<F> "/" <F>」と定義されており、右辺に更なる除算を許容し
ない構造であるため、「1+x/2/3」を導出することはできない。

●問題Ⅲ-7
正解は①
3つの頂点と3つの辺からなる単純閉路グラフ（三角形）では、すべての頂点にそれぞれ2
本の辺が接続するため、いずれの頂点も次数は2となる。

●問題Ⅲ-8
正解は②
関数add内で「x = 1」が実行される際、オーバーロードされた代入演算子が呼び出され、
初期値1に対してval += 1が行われるため、結果は2となる。

●問題Ⅲ-9
正解は①
Hadoopの分散ファイルシステムHDFSは、大容量データをブロック単位に分割して分散配置
し、大規模なファイルに対する高速なシーケンシャルアクセスに最適化されている。

●問題Ⅲ-10
正解は①
10進小数の0.01は2進数では無限循環小数となるため、規定のビット数で表現する際に発
生する丸め誤差が、加算の繰り返しによって累積したものである。

●問題Ⅲ-11
正解は②
FPGAの論理合成・配置配線ツールでは、要求仕様に合わせて動作周波数、回路規模、消費
電力などの優先度を最適化方針として指定できる。

●問題Ⅲ-12



正解は④
すべての係数が等しい1/9である3×3行列は、注目画素とその周囲8画素の平均値を算出す
る移動平均フィルタであり、画像の平滑化やノイズ低減に用いられる。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
NOR回路のRSフリップフロップにおいて、入力(0,0)は直前の出力を保持し、(0,1)はセッ
ト動作を行うため、出力(Q, Q')は(1,0)のまま変化しない。

●問題Ⅲ-14
正解は③
JIS X 25010において「使用性」は、明示された利用状況において有効性、効率性及び満
足性をもって特定の目標を達成するために利用できる度合いと定義されている。

●問題Ⅲ-15
正解は①
ユースケースAおよびCからユースケースDへinclude関係が伸びているため、ユースケース
Dは両者に共通する振る舞いを抽出して共有したものである。

●問題Ⅲ-16
正解は③
Facadeパターンは、複雑なサブシステムを構成する複数のクラスやインターフェース群に
対して、窓口となる統一された高水準インターフェースを提供する。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
ステートマシン図の各状態からのイベント遷移を照合すると、startで計測中に遷移する
(a)が停止中、resetで停止中に戻る(b)が結果表示中、stopで結果表示中に遷移する(c)が
計測中となる。

●問題Ⅲ-18
正解は③
思考発話法は、被験者にタスクを実行しながら頭に浮かんだ思考や疑問、感情をリアルタ
イムに声に出して発話させ、ユーザビリティ上の問題点を定性的に抽出する手法である。

●問題Ⅲ-19
正解は①
モックアップは画面レイアウトやデザイン等の視覚的外見を確認するための模型であり、
システムのロジックや機能を実装して動作を検証するものではない。

●問題Ⅲ-20
正解は④
形式手法は数学的厳密さによって検証精度を飛躍的に向上させるが、要求自体の誤りや前
提条件の漏れ等を排除できるわけではなく、完全性を保証することはできない。

●問題Ⅲ-21
正解は③
FMEAは構成要素の故障モードが及ぼす影響を設計段階で事前に分析・評価する手法であ
り、テスト工程において残存不具合数を統計的に予測する手法ではない。

●問題Ⅲ-22
正解は④
IFPUG法において内部モジュールは除外する。EQ（8点）、EO（15点）、EI（16点）、EIF
（14点）、ILF（30点）を合算すると未調整FPは83となる。

●問題Ⅲ-23
正解は④
プログラム実行時の障害ログの出力や管理は運用監視やロギング機能の役割であり、ソー



スコードや仕様書等の版や変更を管理する構成管理ツールの機能ではない。

●問題Ⅲ-24
正解は①
5つ星スキームの第1段階（1つ星）は、形式を問わずオープンライセンスでデータがWeb上
に公開されている状態であり、公開されていない状態ではない。

●問題Ⅲ-25
正解は④
日本国内の多くの自治体や省庁などの公共機関においても、定型業務の効率化やペーパー
レス化を目的としてRPAの導入や実証実験が広く進められている。

●問題Ⅲ-26
正解は①
SOAは業務機能を独立した「サービス」として構築し、それらを標準化されたインターフ
ェースを介して連携・メッセージ交換させることでシステムを実現する。

●問題Ⅲ-27
正解は①
リファクタリングとは、ソフトウェアの外部から見た振る舞いを維持したまま、可読性や
保守性を向上させるために内部構造を整理・改善する作業である。

●問題Ⅲ-28
正解は④
リバースエンジニアリングは、既存のソフトウェアの実行ファイルやソースコードを解析
し、そのコンポーネント構成や設計情報、仕様を明らかにする技術である。

●問題Ⅲ-29
正解は②
ドメイン名が存在しないという否定応答情報をキャッシュする有効期間（ネガティブキャ
ッシュTTL）は、DNSのSOAレコード内に定義される。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤
ホップ数を基準に経路を選択するのはRIP等のディスタンスベクタ型プロトコルである。
リンクステート型のOSPFは回線帯域幅等に基づくコストで経路を決定する。

●問題Ⅲ-31
正解は⑤
SNMP（Simple Network Management Protocol）は、ルータやスイッチ等のネットワーク機
器を遠隔から監視・制御するためのプロトコルである。

●問題Ⅲ-32
正解は②
楕円曲線暗号は楕円曲線上の離散対数問題の困難性を利用しており、RSA暗号と同等の安
全性をより短い鍵長（約1/8〜1/10）で実現できる。

●問題Ⅲ-33
正解は①
データ総ビット数は51.2Mビットであり、再生時間は320秒、ダウンロード時間は400秒と
なる。差分である80秒分をあらかじめバッファリングすれば途切れずに再生できる。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
ARPテーブルにキャッシュされたIPアドレスとMACアドレスの対応情報は、ネットワーク構
成の変化に対応するため、一定時間が経過すると自動的に破棄される。

●問題Ⅲ-35



正解は①
IPv6アドレス表記において、連続する値が0のフィールド群は「::」を用いて1回に限り圧
縮可能である。複数回の使用や3連続コロンは禁止されている。


